
（２）ターミナル機能・規模の検討 

①交通ターミナル 

 
■ 団体バスの利用状況と課題 

・ＧＷ等、団体バスでの来園は、春のハイシーズンにピークを迎える。 

・その結果、大仏前駐車場への出入庫が集中し、公園内道路で入庫待ちの団体バスが滞留せざるをない状況

が発生することで、渋滞・混雑が起こる。 

・団体バス対策として、予約システムを導入しているが、修学旅行生の到着・出発が集中する時間帯（入庫

10 時、出庫 16時）や無予約車の追加流入により、駐機バース不足の状態に陥っている。 

■ 駐機バース必要数の試算 

・春の団体バス利用ピーク日（490 台/日）を想定し、バスバースの必要規模を試算。 

・１日のうち、団体利用者、特に修学旅行生が奈良公園を出発する 15 時～16 時に駐機需要がピークを迎え、駐機バースが 96台必要となる。 

・現状では、高畑駐車場で 56台、大仏前駐車場で 26台の駐機バース（計 82台）を確保できているが、14台不足していることとなる。 

・この不足分（14台）の駐機バースを、登大路ターミナルで確保する。 

交通ターミナル＝（仮）登大路ターミナルの規模・機能を検討 

■ （仮）登大路ターミナル配置の視点① 

・「奈良県交通基本戦略」（平成 23 年）で、県北部地域には、自家用車から公共交

通機関への利用転換を促すため、バスターミナル等における各交通結節機能の

充実が必要であると位置づけている。 

・奈良公園の玄関口に、登大路観光駐車場が設置されている状況は、自動車の流

入を促進している側面もある。 

・このため、（仮）登大路ターミナルを設置し、登大路観光駐車場を閉鎖すること

で、奈良公園への自動車の流入を抑制する。 

■ （仮）登大路ターミナル配置の視点② 

・団体バスのエージェントを対象としたアンケート調査では、「奈良公園の人気ス

ポットである東大寺大仏殿にできるだけ近い場所にバスを駐機しておきたい」

との意向が把握できた。 

・このため、東大寺大仏殿から 500m 圏内に位置する（仮）登大路ターミナルはア

クセス条件も良く、奈良公園の玄関口としても適地である。 

■交通ターミナル＝（仮）登大路ターミナルの規模・機能 

・駐機ブースを 14 台確保し、公園内道路における入庫待ちの団体バスを解消することで、公園の雰囲気の醸成・保

全を図る。【駐機バースの確保（規模）】  

・団体バス予約システムを円滑に運用するため、無予約車の受け皿となる乗降場を確保することで、公園における団

体バスの利用環境を改善する。【乗降スペースの確保（規模）】  

・公園の玄関口に、（仮）登大路ターミナルを明確に位置づけることで、団体バスとぐるっとバスとの交通結節拠点

として機能させ、公園、しいては奈良市一帯の移動環境の向上を図る。【交通システムの結節拠点（機能）】  

大仏前駐車場観光バスの 

公園内周遊パターン 

出典：平成 22 年度ＧＷバス 

ドライバー調査 

◇メインターゲット： 

観光客（修学旅行生等を含む） 

「平成 24年度 観光客数・修学旅行宿泊者数・バス入込数の推移」 
出典：「奈良市観光入込客数調査報告」平成 24 年,奈良市観光経済部観光戦略課より作成 

※バス入込数は、大仏前駐車場と高畑駐車場の駐車台数 

 

団体バスのピークは、修学旅行がピークを迎える春（４月～５月） 
バス入込数(単位:台) 

修学旅行者数(単位:人) 
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